
愛媛県⽴病院
第２次中期経営戦略（案）

愛媛県 公営企業管理局 県⽴病院課
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１ 基本的な考え方と経営方針

（２）経営方針
県立病院が、高度で良質な医療を安定的に提供していくためには、優秀な人材の確

保・育成・定着と医療機器の整備は必要不可欠であり、健全な経営を確立し、必要な
資金の確保に努める。

県立病院は、「地域の中核病院として、高度で良質な医療を安定的に供給するとと
もに、医療資源が質的・量的に不足する地域にあっては、これを補完することにより、
県⺠医療の確保を図る」ことを使命とする。

（１）基本的な考え方

より良い医療の提供 健全経営の確保経済性と公共性の
両立した運営

人材の確保・育成、施設・医療機器の整備

医療の質の向上
得た資金を投資

令和３年度から令和９年度（令和３年３月策定、令和６年３月改定予定）

（３）実施期間
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２ 県⽴病院の役割・機能

救急、周産期、感染症医療など、政策的に実施すべき医療分野のほか、県の基幹拠
点病院、地域の中核病院あるいは地域に根差した病院として急性期医療を中心に提供
する役割・機能を担う。

（１）県立病院の役割・機能

（２）各県立病院の役割・機能

中央病院
三次救急、小児・周産期、の高度救急医療、がん、脳血管疾患、心疾患等の高度
急性期医療、骨髄移植等の質の高い医療や災害医療、感染症医療等を提供する県
下の基幹病院及び県下における医療人材育成に係る拠点病院

今治病院 二次救急、小児・周産期、救急医療、脳血管疾患等の急性期医療や災害医療、感
染症医療等を提供する今治圏域の中核病院

南宇和病院
救急等の急性期医療から在宅医療までを、他の県立病院との連携の下、５Ｇ等を
活用した遠隔医療も導入し担うとともに、災害医療や感染症医療等を提供する愛
南地域の中核病院

新居浜病院
東予地域の三次救急機能や東予東部の周産期医療、小児救急医療を担うとともに、
脳血管疾患、心疾患等の急性期医療や災害医療、感染症医療等を提供する新居
浜・⻄条圏域の中核病院
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３ 県⽴病院の基本的な方向性

・基本的な診療機能の確保・充実だけでなく、救急医療や周産期医療といった政策的
医療の強化を図る。

・新興感染症へ対応については、県立病院としての責任を果たしていくため、必要な
人員の確保を含め、ソフトとハードの両面で体制の整備に努める。

（１）政策的医療の強化

・地域の実情に応じた広域的な視点から地域の医療機関との適切な役割分担と地域医
療機関や介護施設等との連携強化を図りながら地域のニーズに対応する。

・更に、中央病院は、県下の基幹病院として、高度医療、三次救急や周産期医療等に
ついて中心的な役割を担っていることから、他の県立病院との連携を促進し県立病
院全体の機能強化を図る。

（２）地域医療機関等との連携強化と役割分担

・県立病院が地域の中核病院としての役割・機能を果たしていくために、人的資源の
確保と職員の質の向上を図る。

・中央病院は、専門医資格取得のための基幹研修施設として、医療スタッフの確
保・育成機能及び医師派遣機能の強化を図る。

（３）医師及び看護師等の確保・人材育成機能の強化
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３ 県⽴病院の基本的な方向性

・タスクシフト・タスクシェアの推進やICTの活用等により業務の効率化、負担軽減に
努め、労働時間の短縮を図るほか、多様で柔軟な働き方実現に向けての取組みを推
進し、医療従事者からも選ばれる病院を目指す。

（４）働き方改革への対応

・インフォームド・コンセントの徹底を図るほか、患者の様々な権利を尊重した医療
を推進する。

・部門横断的なチーム医療を推進するほか、ＩＣＴを活用する等の医療安全や院内感
染防止対策の取組みの強化を図る。

・マイナンバーカードの健康保険証利用をはじめとした医療のデジタル化へ対応する
とともに、国ガイドライン等を踏まえ、情報セキュリティ対策を徹底する。

（５）医療の質の向上

・県立病院の役割及び機能を明確化し、圏域内の医療資源や医療需要等を踏まえ必要
に応じて病床規模の最適化を図るほか、DPCデータ等を活用して効率的・標準的な
治療内容を検討し、そこに限られた医療資源を集中し、経営効率を高めることで健
全経営を図る。

（６）経営の健全化
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３ 県⽴病院の基本的な方向性

①新居浜病院の老朽化対策
平成28年度に策定した整備基本計画に基づき、新診療棟の整備を着実に進め、令和
３年８月の新診療棟での診療開始し、令和5年2月にグランドオープンとなった。

②今治病院の老朽化対策
令和５年度に老朽化対策基本計画を策定し、今治圏域の中核病院として救急医療、
小児・周産期医療、感染症医療、災害医療等の政策的医療を中心に機能強化を図り、
今治市から提案のあった市有地を候補地として移転新築する方針となった。
令和６年度からは、必要な土地の調査や施設の詳細検討に着手する等、基本計画の
具体化に取り組む。

（７）施設の老朽化対策

・政策的医療や不採算医療などに要する経費について、総務省の繰出基準に基づき、
県立病院が担う役割・機能に応じて一般会計から適正な繰入措置を行った上で、
健全経営の確保に努める。

（８）一般会計負担の考え方

・医療機能に係るもの：手術件数
・医療の質に係るもの：クリニカルパス使用率、薬剤管理指導件数
・連携強化に係るもの：紹介率・逆紹介率

医療機能や医療の質、連携の強化等に係る数値目標
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４ 経営指標と収支計画

（１）経営指標

（２）収支計画

（単位：百万円）令和９年度までの経常収支比率と修正医業収支比率の目標値を設定する。

病院事業全体で令和９年度までの収支計画を策定する。

○経営に係る数値目標の考え方
病院事業全体での経常収支の⿊字化を目指すこととし、健全経営の確保を通じて
持続可能な地域医療提供体制の確保に努める。
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施設名

所在地

経営強化プランの対象期間 令和 3 年度 ～ 令和 9 年度

がん 脳卒中
心血管
疾患

糖尿病 精神疾患 救急 災害 周産期 小児 感染症 在宅 計

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

※プランの最終年度における当該公立病院の機能ごとの病床数

※R8年以降に病床機能の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

地域医療構想等を踏ま
えた当該病院の果たす
べき役割・機能

地域包括ケアシステム
の構築に向けて果たす
べき役割

機能分化・連携強化
の取組

公立病院経営強化プラン（当該病院の果たすべき役割・機能等）の概要

県立南宇和病院

南宇和郡愛南町城辺2433番1

許可病床数(床)

一般病床 療養病床 精神病床 結核病床

0

感染症病床 計

開設許可 199 0 0 0 0 199

199

199

慢性期 休棟等 計

0 58

機能別病床数(床)

高度急性期 急性期 回復期

R4年 0 103 38

※プランの最終年度における当該公立病院の機能ごとの病床数
　休止病床については、地域医療の在り方を踏まえ今後の運用を検討

使用許可 199 0 0 0

199

R9年※ 0 103 38 0 58 199

R7年 0 103 38 0 58

令和７年(2025年)以
降において担う役割

R4年

R7年

R9年※

（その他の内訳及び補足等）

救急等の急性期医療から在宅医療までを、他の県立病院との連携の下、５Ｇ等を活用した
遠隔医療も導入し担うとともに、災害医療や感染症医療等を提供する愛南地域の中核病院

地域の実情に応じた広域的な視点から地域の医療機関との適切な役割分担と地域医療機関
や介護施設等との連携強化を図りながら地域のニーズに対応する。

これまで実施してきた高度急性期病院等との連携強化、地元医師会及び地域医療機関との
連携強化、地域包括ケアシステムの構築、地域包括ケア病床の効率的な運営を継続すると
ともに、５Ｇ等の新たな情報通信技術を活用した遠隔医療の導入による地域医療連携と役
割分担の推進などの取り組みを進める。

様式１ 地域医療構想調整会議用



医療機能や医療の
質、連携の強化等
に係る数値目標

住民理解のための
取組

※いずれも、経営強化プランに記載予定の内容を記入すること

(1)医療機能にかかるもの
・手術件数　４年度（実績）319 件　９年度（目標）350 件以上
(2)医療の質に係るもの
・クリニカルパス使用率　４年度（実績）9.5％　９年度（目標）12％以上
・薬剤管理指導件数　４年度（実績）319 件　９年度（目標）350 件以上
(3)連携の強化に係るもの
・紹介率　４年度（実績）9.7％　９年度（目標）10％以上
・逆紹介率　４年度（実績）35.1％　９年度（目標）36％以上
※目標値については現時点のもの

各県立病院において、ホームページ等を活用した県立病院の担う役割や各種取組みなどの
情報発信を行い、病院事業の周知と啓発を図る。
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  （３）県立南宇和病院 

機能強化方策の方向性 具体的な取組み 

１ 政策的医療の強化 

 

⑴ 救急医療体制の強化 

①24 時間救急医療体制の維持 

・継続した医師確保及び地元医師会等による応援体制 

の維持 

・ドクターヘリを活用した救急医療体制の強化 
 

⑵ 災害医療への対応 

① 災害医療 

・定期的な防災訓練の実施 
 

⑶ 感染症医療の強化 

① 愛南地域の感染症患者対応 

・地域医療機関との連携による体制確保 
 

２ 地域医療機関等と

の連携強化と役割

分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 地域医療機関等との連携強化 

①高度急性期病院等との連携強化 

・地元患者の受入病院（後方ベット的役割）としての機

能強化 

・地域がん診療連携拠点病院等との連携強化による地

元がん患者の負担軽減 

・病院機能分担の促進 

②地元医師会及び地域医療機関との連携強化 

・市立宇和島病院の「きさいやネット」の活用 

・地元医師会との学習会の開催等による情報交換の促

進 

・地元医師会との連携強化による空床利用の促進や検

査支援 
 

⑵ 地域医療機関等との役割分担 

①地域包括ケアシステムの構築等 

・介護施設との連携強化 

・訪問看護ステーション等との連携 

・社会福祉士、精神保健福祉士等専門資格者の確保 

・糖尿病悪化予防ケアの強化 

・薬剤部と開局薬剤師との連携機能の強化 

②地域包括ケア病床の効率的な運営 

・地域包括ケア病床の内科系疾患患者への適用拡大 

・特色ある運営方法の検討 

③地域医療連携と役割分担の推進 

・５Ｇ等の新たな情報通信技術を活用した遠隔医療の

導入・拡充 

 

５ 各県立病院等の具体的な取組み 
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３ 医師及び看護師等

の確保・人材育成機

能の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 医師及び看護師等の確保 

①人材の確保と育成の強化 

・地域包括ケアシステムに必要不可欠な総合診療医の

確保に向けた研修拠点化の推進 

②４病院の連携促進等による機能強化 

・中央病院からの医師支援体制の充実 

・５Ｇ等の新たな情報通信技術を活用した遠隔医療の

導入による他病院からの医療支援体制の確立 

③看護師の離職防止対策の強化 

・育児中の看護師支援策の検討 
 

⑵ 医師及び看護師等の人材育成機能の強化 

①医療職、事務職の専門性の向上 

・在宅療養支援の強化等に向けた看護師の育成 

・病棟薬剤師、外来薬剤師の育成強化 

・キャリアアップ支援策、資格取得支援策の検討 

② 愛南町や地元医師会と連携した医師確保 

 

４ 働き方改革への対

応 

⑴ ワークライフバランスの推進 

・超過勤務時間の縮減や有給休暇等の取得率の向上 

・５日以上の年次有給休暇取得の徹底 

・５Ｇ等の新たな情報通信技術を用いた業務の効率化

による負担軽減 
 

⑵ タスクシフト・タスクシェアの推進 

①業務の効率化 

・看護補助者の効果的な配置・活用 

・医師事務作業補助者の効果的な配置・活用 

・他職種連携による業務負担の軽減 

②看護師２交代制の検討 

・看護師の意向調査等 

 

５ 医療の質の向上 ⑴ 職員の資質向上 

①医療安全への取組みの強化 

・インフォームド・コンセントの徹底 

・院内感染防止対策の徹底 

②医療スタッフの知識の向上 

・専門医や指導医資格の計画的な養成 

・認定看護師、専門看護師の計画的養成 
 

⑵ 医療の質の向上に係る方策 

①医療の質の標準化 

・クリニカルパスの見直し 

②部門横断的なチーム医療の推進 

・病棟への薬剤師配置の拡充 
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③院内感染防止対策 

・院内感染防止対策の強化 

④医療のデジタル化への対応 

 ・マイナンバーカードの健康保険証利用の普及啓発 

⑤サイバー攻撃に対する対策 

 ・ＢＣＰの策定と訓練の実施 

 

６ 経営の効率化 ⑴集患力の強化 

①地域包括ケア病床の効率的な運営（再掲） 

・地域包括ケア病床の内科系疾患患者への適用拡大 

・特色のある運営方法の検討 
 

⑵経営基盤の強化 

①財務基盤の強化 

・適切な診療報酬請求事務の推進 

・後発医薬品の使用拡大 

・未収金対策の強化 

②医師の確保 

・愛南町や地元医師会と連携した医師確保 

 

７ 医療機能や医療の

質、連携の強化等に

係る数値目標 

以下の項目について令和９年度までの達成を目指す 

(1)医療機能にかかるもの 

 ・手術件数 

４年度（実績）319 件 

９年度（目標）350 件以上 
 

(2)医療の質に係るもの 

 ・クリニカルパス使用率 

４年度（実績）9.5％ 

９年度（目標）12％以上 

・薬剤管理指導件数 

４年度（実績）319 件 

９年度（目標）350 件以上 

 

(3)連携の強化に係るもの 

 ・紹介率 

４年度（実績）9.7％ 

９年度（目標）10％以上 

 ・逆紹介率 

４年度（実績）35.1％ 

９年度（目標）36％以上 

 

 

  


